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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JICAの高等教育支援は、東南アジアが大きな割合を占める。これは、ODA総額に占める東南アジアの割合の大きさ、東南アジア諸国の経済発展に伴う産業人材育成のニーズの高さなどが要因となっている。

東南アジア各国の中核大学の支援を行っているが、特に、東南アジアでも人口規模が大きく、かつ高等教育が急速に拡大しているインドネシアとベトナムの支援件数が多い。また、個別の大学支援に加えて、これらの中核大学間及び日本の大学との域内ネットワーク構築の支援も行っている（SEED-Net）。

本邦留学支援の案件としては、TICAD Vを受けた「ABEイニシアティブ・修士課程及びインターンシッププログラム」、アフガニスタン「未来への懸け橋・中核人材育成（PEACE）プロジェクト」などの技術協力による支援のほか、インドネシア、マレーシアにおける留学生借款、12か国を対象とした無償資金協力による「人材育成奨学計画（JDS）」などがある。

大学の新設支援としては、エジプト日本科学技術大学（E-JUST）、マレーシア日本国際工科院（MJIIT）、インド工科大学ハイデラバード校（IITH)の3案件を実施中。（なお、E-JUSTは完全な新設大学であるが、MJIITやIITHは既存の大学（システム）の傘下に設立された大学という違いあり。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【タイの高等教育】
現在、タイの高等教育に関しては、進学率が51％（2012年）に達している。また、世界ランキング（QSアジア工学系、2012年）　においてチュラロンコン大学が31位、タマサート大学が81位、カセサート大学が83位、モンクット王工科大学ラカバン校が86位となっており、量的・質的にも高水準になってきている。また、教育予算は4,455.3億バーツであり、GDPに占める教育予算の割合は3.8%、政府予算に占める割合は18.7%となっている。また着実に増加を続けており、1998年度と比較し約2倍となっている。

高等教育を行う機関としては、大学（101校：国立30校-うち2校公開大学、私立71校）、師範学校を前身とする地域総合大学40校、工業専門大学9校が設置されており、学生の9割は地域総合大学や工業専門大学を含む国立大学で学んでいる。

【JICAの支援】
JICAはタイの中核大学の育成に大きな役割を果たしてきた。1960年から足掛け40年にわたるモンクット王工科大学ラカバン校への支援（技プロ4回、無償2回）を始め、チュラロンコン大学（無償2回）、タマサート大学（技プロ1回、無償2回）、カセサート大学（技プロ3回、無償2回）、マヒドン大学（技プロ1回）、チェンマイ大学（技プロ1回、無償2回）など、タイの主要大学に長期間・集中的な支援を行ってきた。

上記のような現在までの支援の経緯とタイの高等教育の現況を踏まえると、タイは高等教育支援の「受け手」ではなく、「パートナー」になってきている。実際に、カンボジア工科大学（実施中）やラオス国立大学（終了）への支援では、過去に支援を行ったタイの大学から第三国専門家として協力を得た。また、上記大学とのSATREPSは5件（実施中は4件）あり、日本の大学の共同研究のパートナーとなっている。　（※SATREPS5件：①チュラロンコン大/京大、環境・エネルギー分野、②チュラロンコン大/北九州市立大等、環境・エネルギー分野、③チュラロンコン大・カセサート大/東大・東北大・早大・立命・山形大、環境・エネルギー分野、④カセサート大等/東大・京大・東北大、環境・エネルギー分野、⑤マヒドン大等/阪大、感染症分野（終了案件））

今後のタイでの高等教育支援は、上記のように他国の大学支援を行う際の「協力リソース」として活用することや、SATREPSによる「パートナー」としての協力が主体となると考えられる。また、総体的に見れば、JICAの協力枠組み外で、本邦大学とタイの大学が教育や研究面で、独自に連携を進める形態が更に多くなるものと考えられる。（実際に、本邦大学がタイに現地事務所を設置するケースが多くなっている。）

【SEED-Net】
SEED-Netは、ASEAN各国でJICAが支援した中核大学を活用し、ASEAN域内及び日本との大学ネットワークを構築・強化するために、2001年より10年以上にわたり実施しており、900名の教員の高位学位取得や、700件以上の共同研究、600人以上のASEAN・日本の教員の学術交流を行ってきた。

現在、本邦大学がASEAN諸国との大学との連携を深めようとする中で、本邦大学が独自にASEAN大学と共同教育プログラムや共同研究を形成する上での基盤となっている。（大学の世界展開力事業でもSEED-Netのつながりを活用して形成されたプログラムが多数ある。）グローバル人材育成が喫緊の課題となっている中、本邦大学には、SEED-Netで形成されたネットワークを活用した、グローバル人材育成のプログラムを形成いただければ幸い。本邦大学が大学の国際化・授業の英語化を本格的に進める中で、若手教員にも是非、SEED-Net（及び他のJICA事業）に積極的に参加して頂き、経験を積む場として活用して頂ければと考える。

なお、SEED-Netに参加しているASEAN側/本邦教員から聞く話として、近年、ASEAN各国の中核大学には、本邦大学からも、欧米大学からも数多くのアプローチがあるため、ASEAN側の大学が値踏みをして、より条件の良い大学との連携を行い始めているとのこと。その意味で、ASEAN側の大学に本邦大学との連携を選択してもらうためには、魅力的なパッケージの提示が必要になっていくものと考えられる。そのため、JICA本邦大学（さらには可能な限り、文科省やJST、JSPS等）が連携した形でASEAN側の大学との連携を推進していくのが理想。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目的

１．日本の大学で英語による修士コース
２．日本企業でのインターン。

ポイントは、3つ。
・大きな市場（前述、人口、経済成長率等）
・優秀な人材の募集（JICAはアフリカ26か国に拠点、従来のODA事業の
実施によりアフリカの各国の知見、欲しい人材見つけてきます。）
・積極的な大学（昨今の大学を取り巻く状況で、「大学の国際化」が
大きな課題。アジアの留学生14万人に対し、アフリカからの留学生1000人。）
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